
会計 款 項 目
多額
経費

一般 10 1 3

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成30
年度

令和元
年度

令和2
年度 単位

ⅰ 12 12 12 校
ⅱ
ⅲ

③事務事業のコスト 令和元年度決算 令和2年度決算
事業費（千円） 21,632 23,444
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円）
一般財源（千円） 21,632 23,444

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初
R1⇒R2繰越

補正
流用・充当

人件費の削減を図るため、継続的に行う事業であり、今後も民間委託を推進する必
要があるため。

ⅴ総合評価

③達成状況

R1から
の繰越

現年分
④未完了・非着手の理由

①令和2年度の計画

①目的

②成果
を表す
指標

決算額
令和2年度事業費の状況（単位；千円）

0 0

ⅲ公平性

　　

3高い

令和3年度への繰越額（単位；千円）

②評価

②計画に対する事業実績

計画事業費 予算額

2普通
6精査・検証

令和2年度決算（事業費）の主な内訳
金額（千円）

平成15年度より3校の委託を開始し、平成30年度は12校について委託を行った。現在委託を行っていな
い学校の委託についても、引き続き学校および委託業者と調整を行う。（北部小：令和6年度末、中部
小：令和18年度末　退職予定）

学校施設環境整備員について民間委託業
者と調整を行い、市内小中学校12校につ
いて委託を行った。

学校用務員の退職者
意図（対象をどう
するのか）

算定根拠

業務取得

③令和３年
度に取組む
改革・改善
内容

学校用務員業務について、学校お
よび委託業者と連携をとり、円滑な
学校運営を図る。

民間委託により人員補充を行う

学校用務員の退職者が出た学校について、新たな人員配置に代わり、民間委託に
より人員補充を行う。

18,808

指標名称

民間委託とした学校数

内容

事務事業名

政策

学校用務員の退職者が出た学校につい
て、新たな人員配置に代わり、民間委託に
より人件費の抑制を図る。

施策

人間性豊かな子どもの育成環境をつくります

生きる力を育てる義務教育の充実

令和３年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

学校教育課

富田　浩司

①令和２年度の事業
の成果

平成30年度より新たに委託を行った学校施設環境整備員（道野辺小）について、学
校及び業者と連携をとり、円滑な学校運営を図ることができた。

①前回
の評価
で掲げ
た内容

②事務事業の概要

学校運営に要する経費

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

②①に
基づく
取組み
結果

③上記評価の理由

①課題（目的に対す
る現状など）

令和3年度予算
24,917

24,917

学校施設環境整備員派遣委託

ⅳ効率性

市職員の用務員が配置されている学校と業務内容に差違が生じないよう、学校お
よび業者との調整が必要となる。



会計 款 項 目
多額
経費

一般 10 1 3

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成30
年度

令和元
年度

令和2
年度 単位

ⅰ 14 14 14 人
ⅱ 9,800 9,800 9,800 時間
ⅲ

③事務事業のコスト 令和元年度決算 令和2年度決算
事業費（千円） 23,190 29,453
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円）
一般財源（千円） 23,190 29,453

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初
R1⇒R2繰越

補正
流用・充当

③達成状況 　　
現年分

④未完了・非着手の理由
令和3年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績

0 0

R1から
の繰越

③上記評価の理由
学力向上のためにもきめ細やかな指導を行うことは重要であり、効果的な実施がな
されているが、さらに指導方法等について向上を図っていく必要があるため。

①令和2年度の計画
令和2年度事業費の状況（単位；千円）

計画事業費 予算額 決算額

①課題（目的に対す
る現状など）

効果的な少人数指導については日々授業改善を図っていく必要がある。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証
ⅳ効率性 3高い

486 旅費
2 使用料及び賃借料 32,050

25,498 報酬
3,468 職員手当等

業務取得

令和2年度決算（事業費）の主な内訳 令和3年度予算
金額（千円） 内容 32,050

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

児童生徒、保護者、教職員は少人数指導教員の導入に好感を持っており、議会に
おいても少人数指導教育の推進に好意的である。

①令和２年度の事業
の成果

少人数指導教員（きらり先生）の配置により、各校チーム・ティーチングや少人数指
導が可能となり、児童生徒の学習意欲や基礎的な学力の向上を図る等、きめ細か
な指導をすることが出来た。児童生徒、教職員、保護者からもよい評価を得ること
ができ、学校の活性化を図ることができた。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

きらり先生配置数 業務取得
きらり先生授業時間数

①目的 市内の児童生徒
意図（対象をどう
するのか）

児童生徒にきめ細やかな学習を行
うとともに、学校の活性化を図る。

②事務事業の概要
市内小中学校に１名ずつ少人数教育指導教員（きらり先生）を配置し、きめ細かな
学習指導を行う。

施策 生きる力を育てる義務教育の充実

①前回
の評価
で掲げ
た内容

少人数指導の質の向上を図るため、市教
育委員会指導訪問および要請訪問時に授
業研究、協議会を実施し、きらり先生研修
会を含め、効果的な実践について指導支
援していく。

③令和３年
度に取組む
改革・改善
内容

少人数指導の質の向上を図るた
め、きらり先生研修会のみならず各
種研修会でも効果的な実施につい
て指導支援していく。②①に

基づく
取組み
結果

研修会を２回実施し、少人数指導の効果
的な学習形態の在り方の研修や情報交換
を行った。指導計画、指導報告を精査し、
授業改善に繋げる。

令和３年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 少人数教育推進に要する経費

政策 人間性豊かな子どもの育成環境をつくります 学校教育課



会計 款 項 目
多額
経費

一般 10 1 3 ○

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成30
年度

令和元
年度

令和2
年度 単位

ⅰ 148 157 149 人
ⅱ 42.7 32.5 21.4 %
ⅲ

③事務事業のコスト 令和元年度決算 令和2年度決算
事業費（千円） 31,775 36,706
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円）
一般財源（千円） 31,775 36,706

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初 38,801
R1⇒R2繰越 0

補正 -915

流用・充当 150

0

③達成状況 完了
現年分 36,706

④未完了・非着手の理由
令和3年度への繰越額（単位；千円） 0

②計画に対する事業実績
事例報告と情報交換会の実
施

37,866 38,036 36,706

R1から
の繰越

③上記評価の理由
特別な支援を要する児童生徒の増加と個々の特性に応じた教育的ニーズの高まり
により、保護者の期待と信頼が大きいため。

①令和2年度の計画 研修及び巡回相談の充実
令和2年度事業費の状況（単位；千円）

計画事業費 予算額 決算額

①課題（目的に対す
る現状など）

対象となる児童生徒一人一人の多様なニーズに応じたきめ細やかな支援・指導の
ための時間の確保が課題である。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証
ⅳ効率性 3高い

791 旅費
2 使用料及び賃借料 40,633

31,438 報酬
4,475 職員手当等

業務取得

令和2年度決算（事業費）の主な内訳 令和3年度予算
金額（千円） 内容 40,633

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

特別な支援の必要な児童生徒は年々増加傾向にある。インクルーシブ教育システムの構
築に向け、多様化する個々のニーズに応じた専門的な指導やきめ細やかな支援体制づくり
がさらに求められる。

①令和２年度の事業
の成果

特別支援教育推進指導教員（ほほえみ先生）により、通常学級に在籍する特別な支援を要
する児童生徒に対してきめ細かな教育支援が可能となり、児童生徒の個々の具体的目標
に合わせた学習および生活上の困難の改善・克服を目的とした指導を計画的に実施するこ
とができた。児童生徒、教職員、保護者からもよい評価を得ることができ、学校の活性化を
図ることができた。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

該当児童生徒数 業務取得
特別支援を受けている児童生徒数の割合　該当児童生徒数／必要児童生徒数

①目的
特別支援教育が必要と思わ
れる市内児童生徒

意図（対象をどう
するのか）

特別支援教育が必要と思われる児童
生徒個々のニーズに応じたきめ細かな
指導を行う。

②事務事業の概要
市内小中学校に１名ずつ（大規模校２名）ずつ特別支援教育推進指導教員（ほほえみ先生）
を配置し、通常学級に在籍する特別な支援を要する児童生徒に対してきめ細かな教育支援
を行う。

施策 生きる力を育てる義務教育の充実

①前回
の評価
で掲げ
た内容

特別支援教育推進指導教員（ほほえみ先生）の専門
性向上を図るために市教育委員会指導訪問および
要請訪問時に授業研究、協議会を実施。また、市内
全１４校で１学期と２学期に各１回心理発達相談員に
よる巡回相談を実施し、専門的な指導・助言を行う。

③令和３年
度に取組む
改革・改善
内容

特別支援教育推進指導教員（ほほ
えみ先生）の研修と、心理発達相談
員による迅速かつ専門的な指導を
行う。②①に

基づく
取組み
結果

年４回の特別支援教育推進指導教員の研修
会にて事例報告やグループ協議、情報交換を
積極的に取り入れた。心理発達相談員による
巡回相談を市内全１４校で複数回実施した。

令和３年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 特別支援教育推進事業

政策 人間性豊かな子どもの育成環境をつくります 学校教育課



会計 款 項 目
多額
経費

一般 10 1 3 ○

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成30
年度

令和元
年度

令和2
年度 単位

ⅰ 8,616 台
ⅱ 100 ％
ⅲ

③事務事業のコスト 令和元年度決算 令和2年度決算
事業費（千円） 0 622,956
国支出金（千円） 383,577
県支出金（千円）
市債その他（千円） 172,200
一般財源（千円） 0 67,179

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初
R1⇒R2繰越 347,577

補正 324,348

流用・充当

347,577

③達成状況 完了
現年分 275,379

④未完了・非着手の理由
令和3年度への繰越額（単位；千円） 0

②計画に対する事業実績
学習に必要な機器の整備が
完了した。

324,348 671,925 622,956

R1から
の繰越

③上記評価の理由 令和２年度内に整備を完了させ、試験運用期間を設けることができた。

①令和2年度の計画
学習用端末のリース、家庭学
習の支援、大型提示装置の
購入

令和2年度事業費の状況（単位；千円）

計画事業費 予算額 決算額

①課題（目的に対す
る現状など）

令和２年度に整備が完了した。令和３年度は活用内容を検証する必要がある。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証
ⅳ効率性 3高い

153,716 使用料及び賃借料
78,089 工事請負費 104,355

222,750 委託料
165,709 備品購入費

事業取得

令和2年度決算（事業費）の主な内訳 令和3年度予算
金額（千円） 内容 104,355

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

教育ICT環境の充実は文部科学省もGIGAスクール構想を提唱し、積極的に推進し
ている。また、今般の新型コロナウイルスの影響により、ICTを活用することですべ
ての子どもたちの学びを保障することの重要性が高まってきている。

①令和２年度の事業
の成果

市内小中学校の全児童生徒に向けた学習用端末の整備が完了した。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

児童生徒用学習用端末の整備台数 事業取得
児童生徒学習用端末の整備率

①目的 小中学校
意図（対象をどう
するのか）

通信ネットワークの整備

②事務事業の概要
GIGAスクール構想に対応するため、小中学校に高速大容量の通信ネットワークを
整備するとともに、学習に必要な機器の整備及び家庭学習の支援を実施する。

施策 生きる力を育てる義務教育の充実 新泉　貴久

①前回
の評価
で掲げ
た内容

③令和３年
度に取組む
改革・改善
内容

運用方針を定め、児童生徒には使
用のルールを配布した。それらを基
に本格的な活用と検証を進めること
で、学びの充実を図る。

②①に
基づく
取組み
結果

令和３年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 小中学校ＩＣＴ環境整備事業

政策 人間性豊かな子どもの育成環境をつくります 学校教育課



会計 款 項 目
多額
経費

一般 10 5 1 ○

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成30
年度

令和元
年度

令和2
年度 単位

ⅰ 5.7 4.8 4.8 ％
ⅱ
ⅲ

③事務事業のコスト 令和元年度決算 令和2年度決算
事業費（千円） 14,493 14,177
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円）
一般財源（千円） 14,493 14,177

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初 15,000
R1⇒R2繰越

補正
流用・充当

③達成状況 完了
現年分 14,177

④未完了・非着手の理由
令和3年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績
環境整備工事を始め、安全
指導を行った。

15,000 15,000 14,177

R1から
の繰越

③上記評価の理由
学校やPTAからの要望は多くあることから、まずは可能な安全対策工事を実施する
こととし、併せて、中長期的な工事を検討するため。

①令和2年度の計画 通学路整備工事や安全指導
令和2年度事業費の状況（単位；千円）

計画事業費 予算額 決算額

①課題（目的に対す
る現状など）

信号機設置や歩道拡幅は中長期的な整備となり、まずは代替的な対策で対応せざ
るを得ない。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証
ⅳ効率性 3高い

2,117 児童生徒付添活動委託
572 ｽｹｱｰﾄﾞｽﾄﾚｲﾄ業務委託 15,000

9,097 安全施設等設置工事
2,000 樹木剪定委託

令和2年度決算（事業費）の主な内訳 令和3年度予算
金額（千円） 内容 15,000

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

ドライバーへの注意喚起や歩行者のための安全施設を設置することで、登下校時
の通学路における児童生徒の安全を図る。

①令和２年度の事業
の成果

前年度及び年度途中の要望に基づき、可能な範囲で通学路上の環境整備を行った。安全指導面につ
いては、スケアード・ストレイト自転車安全教室やマナーアップ隊の活動等を実施した。また、平成29年
度の通学区域変更に伴う安全対策として通学路上の環境整備を行うとともに、児童付添活動など防犯
対策を講じた。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

学校災害件数の割合 業務取得

①目的
小中学校の児童生徒及び
通学路

意図（対象をどう
するのか）

児童生徒が安全の安心して登下校
できるようにする。

②事務事業の概要 第４次通学路安全対策推進行動計画に基づき、通学路の環境整備を行う。

施策 児童・生徒の健康と安全の確保 富田　浩司

①前回
の評価
で掲げ
た内容

令和元年度の要望に基づき、通学路の環
境整備を行い、自動車講習会など安全指
導面も継続して実施する。 ③令和３年

度に取組む
改革・改善
内容

令和２年度の要望に基づき、通学
路の環境整備を行い、自動車講習
会など安全指導面も継続して実施
する。
併せて、通学区域変更に伴う安全
対策及び児童付添活動委託など防
犯対策を継続して実施する。

②①に
基づく
取組み
結果

指定通学路上の環境整備を行い、安全指
導面も予定通り実施した。併せて、児童付
添活動委託など通学区域変更に伴う防犯
対策を講じた。

令和３年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 通学路安全対策事業

政策 人間性豊かな子どもの育成環境をつくります 学校教育課



会計 款 項 目
多額
経費

一般 10 5 1 ○

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成30
年度

令和元
年度

令和2
年度 単位

ⅰ 5.7 4.8 4.8 ％
ⅱ
ⅲ

③事務事業のコスト 令和元年度決算 令和2年度決算
事業費（千円） 24,224 26,125
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円）
一般財源（千円） 24,224 26,125

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初 27,157
R1⇒R2繰越

補正
流用・充当

③達成状況 完了
現年分 26,125

④未完了・非着手の理由
令和3年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績
継続的に市内通学路を中心
にパトロールを実施した。

27,157 27,157 26,125

R1から
の繰越

③上記評価の理由
通学路の安全確保は継続的に行う事業であり、各関連機関と連携し、臨機応変に
対応する必要があるため。

①令和2年度の計画
児童生徒の安全確保のた
め、パトロールの実施。

令和2年度事業費の状況（単位；千円）
計画事業費 予算額 決算額

①課題（目的に対す
る現状など）

下校時間帯の不審者情報が多く見られることから、学校、地域、青少年センター、
警察とも連携し、迅速に対応していく必要がある。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証
ⅳ効率性 3高い

16,500

26,125 児童生徒安全パトロール委託

令和2年度決算（事業費）の主な内訳 令和3年度予算
金額（千円） 内容 16,500

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

パトロールによる犯罪の抑止を目的とし、下校時の見守りを中心に児童生徒の安
全を確保する。

①令和２年度の事業
の成果

市内全域を12名6班体制でパトロールを実施した。また、夏休み等の長期休業の時
は、児童生徒の集まる公園等も重点的に巡回した。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

学校災害件数の割合 業務取得

①目的 小中学校の児童生徒
意図（対象をどう
するのか）

児童生徒のために安全な地域環境
の維持を図る

②事務事業の概要
市内の指定通学路や公園などにおいて、不審者等に対する警戒パトロール及び下
校時の見守りを行う。

施策 児童・生徒の健康と安全の確保 富田　浩司

①前回
の評価
で掲げ
た内容

学校や地域、青少年センターと情報共有
し、通学路を中心にパトロールを実施して
いく。 ③令和３年

度に取組む
改革・改善
内容

学校、地域、青少年センター、警察
と引き続き情報共有し、通学路を中
心にパトロールを実施していく。②①に

基づく
取組み
結果

徒歩、車による市内全域のパトロールを行い、巡回
箇所の強化や不審者情報への対応も強めることが
できた。また、平成30年度に実施した通学路緊急合
同点検の結果を踏まえて、鎌ケ谷警察と情報共有
し、下校時のパトロールを行って頂いた。

令和３年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 児童生徒安全パトロール事業

政策 人間性豊かな子どもの育成環境をつくります 学校教育課



会計 款 項 目
多額
経費

一般 10 5 3

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成30
年度

令和元
年度

令和2
年度 単位

ⅰ 184 171 166 日
ⅱ 9 11 14 人
ⅲ 969 854 41 人

③事務事業のコスト 令和元年度決算 令和2年度決算
事業費（千円） 837,677 845,408
国支出金（千円） 8,452
県支出金（千円）
市債その他（千円） 389,264 385,847
一般財源（千円） 448,413 451,109

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初
R1⇒R2繰越

補正
流用・充当

③達成状況 　　
現年分

④未完了・非着手の理由
令和3年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績

0 0

R1から
の繰越

③上記評価の理由
食物アレルギー対応の除去食について、小中学校において安定した提供体制を整
えるため。

①令和2年度の計画
令和2年度事業費の状況（単位；千円）

計画事業費 予算額 決算額

①課題（目的に対す
る現状など）

食物アレルギーを持つ児童生徒の安全性確保のため、より良い除去食提供体制を
確立する。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 7拡充
ⅳ効率性 3高い

42,487 維持管理業務負担金 434,545
317,151 運営業務負担金 465,227

401,023 給食賄材料購入
63,833 センター施設購入

業務取得
学校見学対応人数 業務取得

令和2年度決算（事業費）の主な内訳 令和3年度予算
金額（千円） 内容 899,772

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

栄養バランスのとれた給食の提供、イベント献立の実施や地産地消（鎌産鎌消）の
拡充および食育活動への要望がある。

①令和２年度の事業
の成果

①小中学校14校児童生徒　8,136人（令和2年5月1日現在）に対し年間166日の学校
給食を実施、②アレルギー対応食（除去食）の提供、③毎月の給食だよりの配布、
④センター見学（2クラス41人）、⑤Facebookによる献立紹介

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

給食実施日数 業務取得
アレルギー対応食の提供人数

①目的 市内小中学校の児童生徒
意図（対象をどう
するのか）

食育を通して食の大切さを伝える

②事務事業の概要
安全で魅力ある学校給食を提供し、子どもたちの健康の保持増進を図るとともに食
への関心を高める。

施策 児童・生徒の健康と安全の確保 桂本弘明

①前回
の評価
で掲げ
た内容

食物アレルギー対応の除去食について
は、小学校に引き続き、中学校への提供
が想定され、拡充が必要。 ③令和３年

度に取組む
改革・改善
内容

地産地消食材の積極的活用および
学校との食育連携、食物アレル
ギー除去食の安全な提供を実施す
る。

②①に
基づく
取組み
結果

食物アレルギー対応では、除去食の受け
渡し方法などの検討を重ね、令和２年７月
に中学校における除去食提供を実施し
た。

令和３年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 学校給食運営に要する経費

政策 人間性豊かな子どもの育成環境をつくります 学校教育課



会計 款 項 目
多額
経費

一般 10 5 3 ○

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成30
年度

令和元
年度

令和2
年度 単位

ⅰ 94.52 未確定 ％
ⅱ
ⅲ

③事務事業のコスト 令和元年度決算 令和2年度決算
事業費（千円） 856 7,162
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円）
一般財源（千円） 856 7,162

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初 7,620
R1⇒R2繰越

補正
流用・充当

令和３年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 学校給食費徴収システム整備事業

政策 人間性豊かな子どもの育成環境をつくります 学校教育課

施策 児童・生徒の健康と安全の確保 桂本　弘明

①前回
の評価
で掲げ
た内容

学校給食費徴収システム及び徴収業務委
託により、保護者から直接市が学校給食
費の賦課徴収収納管理を行う。 ③令和３年

度に取組む
改革・改善
内容

各学校が徴収を行っていた時に比
べ、勧奨機会の減少などにより徴収
率の低下が見込まれるため、継続
的に賦課徴収収納管理を行う。ま
た、学校給食費の徴収率向上のた
めの対策を検討・実施する。

②①に
基づく
取組み
結果

学校給食費徴収システムにより賦課徴収
収納管理を行い、徴収業務委託により口
座振替データの作成、納付書・督促状の
発行などを行った。

①目的 市内小中学校
意図（対象をどう
するのか）

徴収システムの整備

②事務事業の概要 学校給食費に関して、市が一括賦課収納管理するシステムを整備する。

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

国より、学校教員の多忙化解消、働き方改革の一環として、学校給食費の徴収・管
理は地方自治体が行うべきものとの方向性が示されている。

①令和２年度の事業
の成果

学校給食費徴収システムにより、市が保護者に対して直接賦課収納管理を行っ
た。これにより、従来徴収業務を担っていた学校教員の多忙化の改善が図れた。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

学校給食費徴収率 決算書

令和2年度決算（事業費）の主な内訳 令和3年度予算
金額（千円） 内容 0

173 窓あき封筒印刷
84 口座振替依頼書印刷

ⅳ効率性 3高い

989 口座振替手数料
5,861 学校給食費徴収業務委託

計画事業費 予算額 決算額

①課題（目的に対す
る現状など）

学校教員の多忙化改善は図れたものの、徴収率向上のための対策を実施する必
要がある。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 1終了

計画のとおり実施
7,620 7,620 7,162

R1から
の繰越

③上記評価の理由
システム整備は完了し、予算科目も学校給食運営に要する経費に移行しているた
め。

①令和2年度の計画
賦課及び徴収業務委託、振
込手数料等

令和2年度事業費の状況（単位；千円）

③達成状況 完了
現年分 7,162

④未完了・非着手の理由
令和3年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績


